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国際交流等
・北京第二外国語学院成都附属高校との交流

（オンライン） ３月3日(金)

県国際課の協力の下、SEEKER生

徒22名と成都附属高校の日本語選

択生徒17名で、オンライン交流会

を実施しました。

お互いの学校や地域の文化・特産

・防災等の紹介を行った後、質疑応

答で大いに盛り上がりました。今後

のより深い交流を期待しています。

・大阪観光大学の留学生との交流会 3月12日(日)

高大連携事業として、大阪観光大学の3人の留学生

(ベトナム･中国･インドネシア)とSEEKER生徒(16

名)との交流会を実施しました。(7月に続いて2回目)

自己紹介や学校紹介の後、3つのブループに分かれ

て交流を深めました。

・中国四川省とのオンライン授業（2学年・地理）

3月14日(火)

2学年の地理の授業で、四川省と

のオンライン授業を実施しました。

四川の様子をリアルタイムで見なが

らの授業に、生徒らは「町や遺跡の様子がよくわかっ

た。」「興味がわいた。」と話していました。

１年音楽選択生発表会 3月17日(金)

１年F・G組の音楽選択生によ

る発表会が行われ、各グループ

は、これまでの練習成果を披露

しました。様々なジャンルの選

曲があり、音楽の楽しさと素晴

らしさを改めて実感できた時間となりました。

第７５回卒業証書授与式 3月1日(水)

３月１日に、卒業証書授与式を挙行しました。

卒業生全員の呼名とクラス

の代表に卒業証書が授与され

た後、校長からは、本校校歌

の歌詞『新た世の 道開き

ゆく 雄々しさを 栄えある

肩に 荷ふとき』を引き合いに、「新しい時代の道を

切り開いていくことは容易ではないが、その困難に

雄々しく立ち向かっていく皆さんであってくださ

い。」とエールを送りました。

答辞では、前期生徒会長の

箱島優吏さんが、卒業生を代

表して、コロナ禍に翻弄され

た3年間の思いを熱く語って

くれました。

卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。皆さ

んの青春はまだまだこれからです。今後のご活躍を

心よりお祈りいたします。

四月の予定
・ ７日(金) 入学式

・10日(月) 新任式・始業式

課題テスト、オリエンテーション等

・11日(火) 身体測定

・12日(水) クラブ紹介

・18日(火) 3年進研模試、公務員模試

・19日(水) 1年総合探究講演(田辺市長)

・28日(金) 遠足

受験を終えての体験談 3月14日(火)

1日に卒業した3年生を招いて「合格体験を聞く会」

を１，２年合同で行いました。

日々の探究活動の積み重ねから推薦

で合格を勝ち取った生徒や、つい先

日、国立の前期試験の合格を決めた

生徒など、様々な分野から、高校時代の『生の声』を

聞くことが出来ました。生徒たちも真剣なまなざしで

壇上の卒業生を見つめ体験談に聞き入っていました。

少林寺拳法部全国選抜大会出場3月24日～26日

県予選を勝ち抜いた3組の生徒が、『第26

回全国高等学校少林寺拳法選抜大会』の規

定組演武の部と自由単独演武の部に出場し

ました。

入賞こそ果たせませんでしたが、持てる力

を精一杯発揮できたようです。これからの

活躍に期待しています。 令和４年度スタンフォード大学遠隔講座
Stanford eｰWakayama 修了式 3月18日(土)

県内の受講生徒30名が一堂に会

し、取組の総括と受講者の感想等

を共有しました。本校からは4名

が参加し、「大変だったが、やって

良かった。」「視野が広がった。」

と感想を述べていました。来年度も実施予定だそうで

す。是非、積極的に参加してみてはどうでしょう。

URL：http://www.tanabe-h.wakayama-c.ed.jp/

 


